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本1iJr"先では，事例制究でiWJの会に収り組み，発話の悶契H=な知的隙詰児がタブレット!i端末を初の会で、使用するとき

































































コミュニケーション |カードで動物 野菜 果物の写真について iOOはどれですか?Jという質問をする
C] I 手段 選択の方法 |と正解のカードを指差すことができる。
MAI I 朝の会では，呼名で写真カードを指さして呼ぶ人を選択している。また司会の進行







タブレット型端末の i画面に 3x 3の9個。シンボルが並ぶ大きさで印刷した用紙から数字や顔写真など
画面選択 |のシンボルを選択する実態把握では間違えることがあった。
朝の会の目標:司会の進行では タフレット型端末 l画面に iつのシンボルを 呼名では l画面に 6つのシン
ボルから Iつを押して，音声を再生して進めることができる。
日常生活では，動物の写真カードから iOOはどれですか?Jという質問をすると





6) Iタブレット型端末の l 家庭では，写真や YouTubeでお菓子作りの動画を視聴しており， 日頃よりタブ
知的| 親和性 lレット型端末に触れる機会が多い
障害|タブレット型端末の | 画面に 3x 3の9個。シンボルが並ぶ大きさで印刷した用紙から数字や顔写真など
画面選択 |のシンボルを選択する実態把握では全問正答だった。
[恥山標:司会の進同 タ九ト型端末 l画面に 1つのシ川を 呼… l晴画阻耐恥面酌酢に山こ
ボルから lつを;押甲して 音声を再生して進めることができる D
日常生活では，うつむいていることが多い。学習場面では，写真カードで野菜，果
物の写真について iOOはどれですか?Jという質問をすると正解のカードを指さす
p 、 lことができる。コミュニケ一、 / 1 
ノ | 朝の会では，献立の写真カードから質問された物を指さすことで回答しているが， C
C 31 手段・選択の方法 13が視線を附た物を，選択したと判断することもある。呼名のときは，大腿の上に霞
MAI し1たホワイトボードから写真カードを指さして呼ぶ人を選択する。 「元気ですか ?Jと
10 : I 質問されると うつむきながら「元気ですJの腕を上下に動かすような身振りをする。
1 0)I 1:7 --y" 1 ， ". L '1-11:';8 -:t:-IT¥ lタブレット型端末の | 家庭では活用していない。自席ではうつむいていることが多いが 可会でタブレツ知的~El;n:;: ".'. --I 
| 親和性 |ト型端末の画面を見て自分から触れようとすることがある。
障害i i 
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コ 支ぼなしでシンボルを1"11'して .??tIII- を I '}~Iミできた . 2}主JII'しゃこする助| きの干を教(:iliがLめ
4 」lιilがJ'I'しても f'l生しなかったため.教rHliがりe.uiの予を誘導して)写生した る
3 ょifかけを したらシンボルを1"11'して‘?主二戸;をTlT/tできた !-Jilし1'd迎い
2 : Wi さし ・ 手示しをしたらシンボルを押して.117!ヲを iT} ~ 1三できた i . iWi(lをJIしでも機部i が!えJ:I乙しなかった。
タブレット端末に触れようとしないので.教r:ili が児 '~Î\の手を誘導して Iq~l: した ;出切に1'1'す
ことカfで、きた
※ T I ~ しくシン 7ドルを選i)てで きなかった場合は‘ 3‘2‘lの.JZt震を[Jf}克行う。
lつのJul.-Iで内生できるまでに惚放の支疑hi去を行った場合は.その1:1で l
需 1;の数千:を記録する。






























朝の | 検証J受業TrJ 検討u受業中 | 検証J受業後
1時l寺i日問}詰羽j兵iI 会の | 主村机!九lと夕フブ守レツト型端末活!月用i守羽!日3なし i 机と夕フブやレツト型?討端M出f計;末活j月用干有3ありi 机と夕フレツト2!り;
. 流れ C]の様子子晶 I C1の1紙禁子 Clの禄子子
9:30 I 1 教師iが代弁する。「あ-Jと発声 |発生音で進行する。「あ-Jと|教nilが代弁する。「あ-Jと発声す
挨拶 jする |発声する |る
一部身ぶりをする |一部身ぶりをする |一部身ぶりをする
l 挨拶のカードを外す |カードは掲示 したまま I J 挨拶のカードを外す
9:31 I 2 教師iが代弁する。「あ-Jと発声|発生者で進行する。「あ-Jと l教印liが代弁する。「あ-Jと発戸す
うた|する |発声する |る
5コ係がi早川;j，古互プ手J(t一 日 5夜討rr.1i，r4ヨfつ干f，Jけ 日 b係が削!iJ，iIJRiL片付け
選1!1]は教師が音声で提案して |選1はCD係がタブレット型 I }EIHは救nljiが白戸で促案して
CD係が考える |端末を使って4択から選んで I CD係が答える
l再生する
2歌のカードを外す っー カードは掲示 したまま 寸 2H~~の力一回府一一一一
9:34 I 3 教師が代弁する。「あ-Jと発戸:'iI発生音で進行する。「あ-Jと げ州ijfJ¥'代弁する。「あ-Jと発声す









ち折り曲げる，町長むことがある |まなくなった | 
!阿を教師jが代弁する[あ-J I発生音で進行する。「あ一jと |教白印附i市H附川が州代弁する。「同あ一」と発声
と発声する !発声する !る
C6を1予名する時は 席の前に行|名前カードは使用せず みん，iJ:' Iみんなと同じように 1干名し，名前
き，ホワイトボードにはるため ! と同じようにタブレット型端5l~ I カードは使肝していない
の名前カードを渡す iで呼名した i 
「元気ですか?Jを質問するよ |両生音で「元気ですか?J. I i元気ですか ?Jを質1りするように
うに言われると， iあ Jと発 Iiあ-Jと発声，身ぶりをす l言われると， iあ-Jと発声，身ぷ
声，身ぶりをする。返事を聞い |る。返事を|却し 1て自分から行う |りをする。返事を聞いてg，分から行
て自分から行うこともある |こともある lうこともある















14日付のカード外す円三附カ'{{-¥:而o í èP)~了 とすがfす
|教ei!iが発表する |教訓iが発表する |教gi¥iが発表する
|教師iは質問があるか聞く |教師は， iがんばること・楽し i教師は， iがんばること・楽しみな
I みなことjを質問する |ことjを質問する
!発話可能な児童2名が回答する !タブレット型端末を使って4.j:H I 発話が区間H な児童はタブレット {fl~~Mtl l叫んで再生する は!ITllに仙ホワイ!ボード(こはら
れた線耐の斗択から選んで婦さすo
教師が代弁する
I 5予定のカードを府一一一「ーカードは掲示 したまま I 5予定のカードを外す


































































改善されなかった。そのため， 1 ~ 5回目のアプ1)は，
iOropTallくHOJを継続して活用した。 4，5回目は呼

































































































































援方法を示した。1~ 5， 12， 21回目は，
型端末に触れようとしないので，教師が児童の手を誘導
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